地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホームはなんばの里
施設種類：　　　　　　　　・小規模多機能型居宅介護施設（該当に○）
日　　時：令和７年３月１７日　　　　１４時～１５時２０分
会　　場：グループホームはなんばの里
	利用者代表
	０人
	有識者
	０人

	利用者家族
	０人
	高齢者あんしん支援センター職員
	０人

	地域住民の代表
	２人
	出雲市職員
	１人

	その他（潮風苑施設長、はなんばの里施設長）
	2人


出席者
（人数）
　　　　　　
　　　　　　　
（議題）
１．利用者状況報告
２．活動状況報告
３．今後の行事予定について
４．次年度事業について
５．目標達成計画の達成状況について
６．身体拘束適正化について
（報告・説明事項）※グループホームはなんばの里に関するもの
	利用者の状況報告
	・現入所者数、申込者数、入退所状況、入所者状況、（性別、介護度、年齢）
※前回運営推進会議以降入退所なし

	活動状況報告
	・2月～3月に実施した主な行事・活動の報告
〔節分会、ひな祭り会、消防避難訓練〕

	今後の行事予定に
ついて
	・4月　お花見

	次年度事業について

	・事業計画の配布、次年度重点目標・前年と異なる箇所（重点目標、オンライン研修の活用）について説明

	目標達成計画の達成状況について
	・令和５年度の外部評価・自己評価による目標設定に対する評価について説明

	身体拘束適正化について
	・身体拘束に関する内部研修の報告


●議題１～３（利用者状況・活動状況・今後の行事予定）
（会議の内容…評価、要望、意見、助言等）
〇　市職員より
　　平均年齢が高い割に介護度が安定していると感じましたが、皆さんお元気なのですね。
⇒　施設より
　　平均介護度は高止まりしているということかと思います。平均年齢が高い割に介護度はさらに高くはなっていないのかもしれません。
〇　地域住民の代表より
　　消防避難訓練はどこから避難させるのですか。また、歩けない方などどうやって避難させますか。
⇒　施設より
　　実際に火災が発生した場合は、火や煙の周りが早いので居室の掃き出し窓からすぐに外へ避難し、玄関前を第一避難場所としています。最終の第二避難場所は門扉のところです。
　　しかし、掃き出し窓から外へ出るには段差があり、自分で歩ける方でも自力で避難することは難しいと思います。リスク回避のため、訓練時は廊下を通って玄関へ避難しています。いざとなれば、布団や毛布にご利用者を包んで外に出し、駆けつけた職員や地域住民の方の助力も得て危なくない所まで避難誘導・介添えをしてもらうことになります。第二避難場所の門扉のところも消防車が入って来るところなので衝突したり侵入の妨げになったりしないよう注意を要します。また、風向きや火の状態などで避難場所は変わってくると思います。その時の様子を見ながら指示を出したいと思います。
　　ここ数年で独歩のご利用者も減り、ご自分で避難される方も限られています。訓練では車椅子を何度も往復させ移動しました。
〇　市職員より
　　年代別で年齢を見ますと、95～99歳が一番多く、この頃の世代の高齢者は戦後で食糧難に陥った方たちだと思います。骨が脆く骨折などされやすくないですか。事故に関するヒヤリハット報告書などの提出はありますか。
⇒　施設より
　　高齢者でもあり転倒することで骨折に繋がりやすくはあります。転倒を予防するために、ヒヤリハット報告書をはじめ、それぞれの事故のレベルによる報告書をその都度提出してもらっています。すぐに解決が必要な事故に関しては、その場で話し合って対策を講じています。
〇　地域住民の代表より
　　要介護度が高くなっていますが、認知症の症状が重い方が多くなりましたか。
⇒　施設より
　　かつては現在と同じ平均要介護度くらいの時もありました。以前は、身体はある程度ご自分で動かせるのですが、認知症の症状が重い方が多かったようです。現在は、認知症の症状が重い方もいらっしゃいますが、身体介護を必要とする方の方が多い状態です。
〇　市職員より
　　どこの施設も職員が足りないと思うのですが、こちらはどうですか。職員が不足している時にシルバー人材センターの派遣委託を利用し、補助的な仕事をしてもらうこともできます。
⇒　施設より
　　介護補助員という形態で掃除や食事作り、見守りなど行う職員がいます。現在は職員に欠員がありますが、4月からの異動で充足される予定です。
●議題４（次年度事業について）
〇　施設より
　　次年度の事業計画（重点目標および研修）について説明。
　　重点目標については、オンライン研修を導入したことにより、容易に研修を受けることが可能となりました。多伎の郷の職員であれば誰でも学びたい研修を選択し視聴できます。認知症介護についても多くの動画が用意されていますので、職員が個々に視聴し、コミュニケーション能力を向上させることやケアにおいても個々に合ったものを選択し、実践に繋げられるように取り組みたいと思います。また、二番目の目標については、不十分と感じる職員も多かったため、次年度も引き続き継続して取り組むことにしました。
　　研修については、施設内外の他にオンライン研修も導入されましたので、そちらの方も活用しながら学びの機会を増やしていこうと考えています。
⇒　市職員より
　　より身近に研修が受けられるようになったのですね。しなくてはいけない研修も沢山あります
　ので、そういった形のものを活用して取り組まれることは良いことだと思います。
　　
●議題５（目標達成計画について）
〇　施設より
　　はなんばの里では、毎年自己評価を行っています。そのほかに外部に委託して行う外部評価も２年に１回受けています。この運営推進会議の場でも外部評価は可能ですが、次年度も委託して外部評価を行う予定としています。今年度は、実施回数特例適用を受けた年でしたので受けていませんが、昨年度の評価を受け「できていない点や課題」を洗い出し、目標を設定し、１年間にわたり取り組んできたものを資料として添付しています。
〇　地域住民の代表より
ケアプランにご家族を位置づけできるようにしたとありますが、例えばどんなことをされたのでしょうか。
⇒　施設より
　　施設入所されると家族、社会との関係を断ち切られたかのように感じられる利用者も少なくありません。私たちもとかく施設内だけでケアを完結しようとする傾向にあります。入所してもなお、ご家族と共に本人を支えていく必要があると思っています。認知症でわからなくなったとしても、ご家族の声を聞いたり顔を見たりされることで、その時だけでも安心できたり喜びの気持ちが湧いたりされます。
　　脳梗塞で軽度の麻痺が残った方については、面会時、ご家族に協力していただきながら昔のおもちゃなどを使って手足を自発的に動かすような運動をしてくださっています。水分が摂りにくい方については、ご家族から自宅でよく飲んでおられたものをお聞きし、持参していただき少しでも水分摂取ができるように協力していただいています。また、なかなか面会できない方には、電話で話をしていただいたりしています。普段からされている方々ですが、ケアプランに位置づけることによって、ご家族もケアに参加していると感じられることもあるかと思っています。
〇　地域住民の代表より
　　電話をすることでかえって不安になったりされませんか。実際に面会や電話をしたくても、その後、本人の気持ちがどうなるかわからず、職員さんに迷惑がかかってもいけないしと思った経験があります。
⇒　施設より
　　実際に電話を終えた後、誰と電話していたかわからず不穏になられることもありました。個人的な考えかもしれませんが、電話をしている最中に娘さんや息子さんだと理解されて楽しんで会話ができればそれでよいと思っています。その後は電話した事実も忘れてしまわれますが、その時だけでもご家族を感じながら心が穏やかになる時間が確保できることが大切なのではないかと思います。職員によっては対応が大変と感じることもあると思いますが、本人はもちろん、ご家族も安心されると思いますので、出来る限りご家族との時間を確保していきたいと思います。
〇　地域住民の代表より
　　家族の協力は必要ですね。その人にとっては心の拠り所であり、家族にとっても同じだと思います。
●議題6（身体拘束等適正化について）
○　施設より身体拘束廃止委員会（詰所会議）の報告
・身体拘束廃止委員会（詰所会議）から別紙のとおり身体的拘束等の状況報告を行った。
　報告に対する質問・意見・要望等はなし。
別紙
	■身体拘束の状況 ： 緊急やむを得ない場合を含め、全く行っていない。
■教育・研修等の開催 ： 令和7年3月12日（水）　詰所会議にて「高齢者虐待と身体拘束」について研修会を行った。
■日常的ケアに対する取り組みと見直し ： 毎月、各ユニットで高齢者虐待、不適切なケアについて話し合いの場を持ち、翌月の月目標として挙げ取り組んでいる。また、詰所会議にて各ユニットで挙がった日常的ケアに対する見直しを基に日々のケアを全職員で振り返り、適切なケアへと繋げていくようにしている。
　３月１２日（水）に行った研修では、厚生労働省『身体拘束０への手引き』内に挙げられている身体拘束の１１項目についておさらいしました。
　このようなことは実際にはなんばの里では行っていませんが、実態調査ではまだまだ行っている施設も決して少なくはありません。医療関係になるとかなり多くの病院で身体拘束を行っている現状があります。
　実際に、この１１項目についての身体拘束を行ってはいませんが、スピーチロックといわれる行為ははなんばの里でもなかなか無くならないのが現状です。「ちょっと待ってください！」「そこに座っててください！」など、忙しくなればなるほどこういった声が聞こえます。「自分一人で歩き始められると危険」と思い、こういった声になって現れることもありますが、言われた本人の気持ちを考えると、適切な声の抑揚や言葉の変換は必要になります。
　毎月、『不適切ケア』について話し合いをしていますが、職員同士、「あの人の声のかけ方はよくないな」「私だったらこんなふうに声をかけるのに」などと思っていても注意したりアドバイスできないでいます。その背景には信頼関係が築けておらず、「注意しなくてはいけないけど、その人との関係が今後どうなるか」を考えてしまい、見て見ぬふり、聞いて聞かぬふりをしてしまうということもあるようです。
　先日の経営目標を立てるにあたっての話し合いの中でも同様のことが話題となり、「なんでも言い合える関係作り」という点において取り組むよう示し合わせをしたところです。
　身体拘束を受けたご利用者に与える影響は大きく、意欲低下や身体機能の低下、拘束箇所に怪我などを負うという損害を与えてしまいます。それと同時に、職員にも仕事に対するモチベーションの低下や心身の不調をもたらし、やがては離職してしまうということもあります。
　ご利用者も職員も心身ともに健康でいるために、また、ご利用者の人権擁護の観点からも出来る限りスピーチロックをなくしていき、介護される側、する側にとってお互いが気持ちよく過ごしていけるよう、これからも取り組みを強化していきたいと感じています。


〇　出雲市職員より
　　スピーチロックはなかなか無くならないですね。どこの施設でもあるようです。ただ、一人の職員で二人の利用者をみている時など、片方の利用者が立とうとされると、思わず「ちょっと待ってください」など言ってしまいます。言い方や説明の仕方、声の大きさなどを工夫して伝えれば、相手が嫌な気持ちにならないと思います。身体上の危険を回避するうえではやむを得ないこともあるのではないかと思います。
〇　地域住民の代表より
　　注意するにしても同じ目線で話しかけることが大切だと感じます。今はマスクもしているので、職員さんは表情にも気をつけないといけないですね。
⇒　施設より
　　　そうですね。日頃から気をつけていることは、状況にもよりますが常に笑顔で話しかけることです。お話いただいたように、マスクをしていることでご利用者には職員の表情が伝わりにくくなります。必要以上の表情を作り話しかけたり、ケアにあたったりしなくてはいけないと思っています。こちらが笑顔で接するだけで表情が和らぐことも多くあります。
〇　地域住民の代表より
　　　私も経験があり、「そこに座ってて」というよりも「私が相手にこうして欲しい」というメッセージで伝えることにより、相手を思いやるような言葉に置き換えることができ、傷つける度合いが違うということを学んだことがあります。相手を動かすのではなく、自分自身を表現して利用者さんに不快な思いをさせず伝えることができたらいいですね。
⇒　施設より
　　　ありがとうございます。参考にさせていただきます。
〇　地域住民の代表より
　　　良くないことだと分かっていても、そのあとの人間関係のことを考えるとなかなか注意しづらいですね。あんまり注意するとパワハラと捉える人もいるでしょうし、へそを曲げて離職に繋がっていく場合もあるでしょうし。
⇒　施設より
　　　どこの事業所でも人間関係や信頼関係は大きな課題になっています。そう簡単に解決できる問題だとは思いませんが、「ご利用者のために」という思いが根底にあれば、良くないことに対して注意し、高め合っていけると思っています。受け止め方も職員それぞれなので、注意する場所や環境に配慮しながら、優しく声をかけあって気軽に注意しあえるようになるといいなと思います。人に言われて初めて気づけることもあるため、受け入れる力も備えておくことも非常に大切だと思います。
(その他)
· 次回開催予定日　　　　5月27日（火）もしくは5月29日（木）
　　　　　　　　　　　デイサービスセンターやまももとの合同
グループホーム








